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ハ モン ド島(ト レ ス海 峡)の 村 落 と住 居

杉 本 尚 次*

Villages and Dwelling Houses of Hammond Island, Torres Strait

Hisatsugu  SUGIMOTO

   This is a preliminary report on an ethnological and geo-

graphical survey conducted in 1975 on Hammond Island, Torres 
Strait. 

   The aim of this study was to investigate the fishermen's culture 

and the societies of the Torres Strait Islands as a transition area 

lying between the Asian Continent and the Pacific Islands, and to 

make clear the roles played by these island  people in cultural 

diffusion as well as their processes of acculturation. This report 

is divided as  follows:

1) Introduction 

2) Natural environment and land use on Hammond Island 
3) The appearance of a village 
4) Changing house types 
5) A new catholic village and movement of the population 

 61 Conclusion

1.は じめ に

fi.ハ モ ン ド島 の 自然 環 境 概要

皿.村 落 の景 観

IV.住 居の特色

V.寄 合世帯的村落

VI.お わ りに

1.は じ め に

1975年7月 ～9月 め3カ 月間,昭 和50年度文部省科学研究費補助金による共同調査

「トレス海峡島嶼民の地理学的 ・民族学的研究」第1次 調査に参加する機会を得た。

*国 立民族学博物館第4研 究部
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　 この調査 は,ア ジア大陸 と太平洋諸島の接触地域 における島嗅民 の伝統 的漁労文化

・漁民社会 の研究を通 じて接触地域の もつ文化伝播上の役割を明 らかに し,加 えて 当

地域の文化変容 の過程を明 らか に しようとしている。

　 第1次 調査 の隊員 は,藪 内芳彦(関 西大学教 授)を 隊長 に,大 島裏 二(関 西学院大

学 教授,国 立民族学博物館運営協議員),島 田正彦(立 命館大学教授),筆 者の4名 と,

現 地参加の ラ ・トローブ大学(メ ル ボル ン)社 会人類学講師の北大路弘信 か らなって

いる。 さ らに大阪市立大学大学 院学生松本博之,関 西学院大学大学院学生瀬川真平が

加わ った。それか ら和歌 山県立新宮商高 の久原脩司教諭が,和 歌山県 出身出稼 ぎ漁民

研究 のため特別参加 した。

　 第1次 調査 について は,ト レス海 峡諸 島概況,ハ モ ン ド島,マ ビオグ島,ダ ー ンリ

ー島
,ヨ ーク島,メ ール島につ いて,昭 和51年 人 類学 ・民族学連合大会で各分担者 に

よ り報告 した。調査記録は「トレス海峡諸 島調査記」としてまとめ られた[藪 内1977:

70-77;久 原 　 1977:74-84;杉 本 　 1977a:58-65;松 本 　 1977b:58-66;島 田

1977;43-52;大 島 　 1977a:56-62]。 各 隊員 による個別発表 も行 われつつ ある[大 島

1977b:10Hl9;松 本 　 1977a:121-143,1977c:368-388;杉 本 　 1977b:1-19]。

　 第2次 調査 は1977年7月 ～9月 を中心 に実施 された。調査地 は,ト レス海峡諸島の

図1　 ト レ ス 海 峡 諸 島 全 図



杉本　　ハ モン ド島(ト レス海峡)の 村落 と住居

うち,サ イバ イ島,バ ドゥ島,モ ア島,コ コナ ツ島,ヤ ム島,ヨ ー ク島,メ ール島,

ダ ー ン リー島と,パ プ ア ・ニ ューギニ ア側のダルー島である。

　 ここでは第1次 調査 のハ モン ド島につ いて報告す る。調査島嶼 で は隊員1～2名 ず

つに分散 して調査 したが,ハ モ ン ド島は地域中心木曜島に も近 く,他 島の調査許可 に

時間がかか った関係 もあって,第1次 調査隊員全員 によって調査が行 われた。 これ ら

資料を活用 しなが ら,と くに村落 と住居つ いてま とめ ようとす る。 なお トレス海峡諸

島全域や隣接 地域 との比較な どは,第2次 調査の資料な どを も加えて次 の機会 に報告

したい。

　 トレス海峡は,ニ ューギニア島とケ ープ ヨーク半 島(オ ース トラ リア大陸)に はさ

まれた海峡である。最短部で128kmあ るが,大 塗礁 の北端部や,ウ ォリアー リーフ

など珊瑚礁が無 数 にあ り,そ の間 に島 々が散在 してお り世界屈指の海上交通上 の難所

となってい る。

　 トレス海峡は,1606年 トレスが発見 した海峡で あるが,1770年 ク ックが測量 をと も

なった探査を している。その後 この海域 の探検航海が続 く。学術研 究 として はA.C.

Haddonを 中心 としたケ ンブ リッジ大学 トレス海 峡調査隊 の 研究報告をまず あげね

ばな らない[HADDON　 1901-1935]。 この調査 には リヴ ァースな ど著名な学者 が多 く

参加 してお り,自 然,島 民の経済,物 質文化,社 会生活,民 族心理な ど多岐にわた っ

ている。 この調査研究は,ヨ ーロ ッパ文化流入前 の,か な り伝統的な島民の生 活文化

の諸相を伝 えてい るので,調 査研究 の基本的文献 とな って いる。Haddon隊 の 調査以

来,規 模の大 きな調査は,キ ャンベ ラの オース トラ リア国立大学太平洋地域研究所が

行 った一連 の トレス海峡地域に関す る研究 がある。D.　 Walkerら 編 集のオー ス トラ

リア大陸 とニューギ ニア島間の自然的,人 文的諸 関係 を論 じた もの 「WALKER　 I972]

や,H.　 Duncanほ か 数 名による トレス 海 峡 諸 島 民 研 究 をあげることがで きる

[DuNcAN　 l974]。 前 者 の中にはJ.　R.　Beckettの トレス海峡諸 島民研究が含 まれて

い る[BEcKETT　 l963]。 後 者 は トレス海峡諸 島の社会 や経済,人 口,国 境問題等 々

現状分析 が中心 となってい る。その他W.Laadeの 北 部 トレス海 峡諸 島(サ イバ イ

島な ど)を フィール ドと した詳細な研究[LAADE　 l971],　B.　Nietschmannの 西 部 ト

レス海峡諸島を中心 とした報告がある[NIETscHMANN　 1977:1-17]。 　M.　 Lawrieの

トレス海峡諸島の神話 と伝説集[LAWRIE　 1970]も 興 味をひ く。

　 従来 オース トラ リア原住民や ニューギニァ山地民 の研究 は比較的多 くみ られるが,

概 して 島嗅や海岸部 の研究 が少 ないようである。

皿.ハ モン ド島の 自然環境概要

トレス海峡諸島 は,一 般に東部,中 部,西 部諸島に区分 されて いる。ハ モン ド島は
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西部諸 島に属 している。

　西部諸 島は,パ プア ・ニューギ ニアに近いサイバイ島,ボ ィグ島,ダ ウア ン島。海

峡のほぼ中央部南緯10度 付近の マビオ グ島,バ ドゥ島,モ ァ島。三つの大珊瑚礁 をは

さんで南側 にはハモ ン ド島,木 曜島,プ リンスオブ ウェールズ島,ホ ーン島などが比

較的近接 して位置 している。

　西部諸島は石 英斑岩,花 南岩 など古 い火成岩で構成 されるものが多 く,ハ モ ン ド島

や木曜島 も基盤 は火成岩であ る。

　ハ モ ン ド島 は全般的に低 山性 の島だが,中 央やや北寄 りが130m前 後 と高 く,島

の南側 は60m余 で花 闘岩 の露 出す るところもある。 この両地区 が植生が密にな って

いるが,他 はユーカ リ樹の疎林 で,パ ンダ ナスの点綴する草 原状 のところもあ る。一

種 のサバ ナ的景観をな してい る。全般 に赤味がか った ラテ ライ ト土で,セ ピァ色の奇

異 な姿 の蟻塚が散在 してい る。村落 は島の東南部 に位置 しているロ狭小 な砂浜海岸部

と,や や内陸部 に家屋が集ま ってい る。約15mの 小丘 上に石積 みのカ トリック教会

図2ハ モ ン ド 島 現 況 図

98



杉本　 ハモン ド島(ト レス海峡)の 村落 と住居

写真1　 小丘 上 に立地 す る教 会

が建ち,景 観上目立 っている。 トレス海峡の島々か らカ トリック教徒を集めて新 しく

村づ くりを したのである(後述)。

　教会の位置する小丘背後の村落の立地 しているところは平坦な盆地状の地形だが,

涸川(調 査時は乾季)が 侵蝕蛇行 しながら北流 している。丘陵性山地を越えた島の南

西部にも平坦地があり,塩 分を含んでいる。 ここからも河川が北流 している。下流部

はいずれもマングローブ林で,か なり内陸部まで拡がっている。このような状況か ら

みて,古 くは北側からの入江が深 く入りこんでいたと考えられる。

　山地には野生化 した牛や豚が相当数生棲 しているといわれる。ハモンド島の付属島

ラウンド島は低平な島で,州 政府の許可をうけた島民によってバナナ ・ココヤシ・ヤ

ムイモなどが栽培されている。

写真2　 干 潮 時 の マ ン グ ロー ブ林
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　島の周囲は珊瑚礁 がと りまいてお り,潮 流 が速 く,島 間の距離は短 くて も船 は大 き

く迂回 し難航 している。

　隣接す る木曜島の測候所資料 によって気候の特色をみる と,4月 ～10月(と くに7

～9月)は 南 東貿 易風が強 く,乾 季 にあた って いる。 気温 も8月 の平均気温25.7。C

(1966)で 朝 夕は涼 しい。11月 か ら3月 は北西季節風にな り,年 間降水量の多 くが こ

の時期 に集まる。1月 平均気温 も28.8。Cと 上昇 し,高 温多湿 とな る。 しか し年 降水

量は1　700　mm前 後 であ り,オ ース トラ リア北部 のサバ ナ気候区の外縁部 に属 してい

る。

皿.村 落 の 景 観

　ハ モ ンド島では,村 落地 区につ いて,簡 易測量に よる1,000分 ノ1地 形図を作製 し

た。

　海岸のアーモ ン ドの大樹(後 述)を 基点に して,線 引き,歩 測,実 測 を隊員全 員で

分担 し基本図を作 った。 これ に主要樹種か ら栽培植物 など土地利用,家 屋型,付 属建

物な どを詳細に記 入 した[図3-4]。

　 こめ地図を中心に して,村 落 の景観を検討す る。

　村落は細長 く海岸沿 いに立地す る地 区 と,や や内陸部 の2地 区 に分け られる。海岸

沿いで は北部に小平地 があ り,北 端が村長J.Sabatinoの 屋 敷地であ る。高床式 の住

居 と洗濯場,便 所,鶏 小屋,回 転式洗濯干場が各 々別棟 とな って いる。道路をは さん

で海岸側に船小屋,船 置場があ る。小川の川 口あた りに,土 砂の堆積,小 砂嗜状 の地

形が形成 されつ つある。屋敷 内の樹種は アーモ ン ド樹,コ コヤシが主で,バ ナナ とマ

ニオ クを少 し栽培 して いる。小川が境界 とな り,T.　 sabatinoとJ.　 Ahwangの 屋敷

地 となる。小川沿 いに少 し平地があ るが南側 は山地が海岸まで達 している。 ココヤ シ

がかな り計画的に植 え られ,バ ナナ,マ ンゴー,山 麓部 にはパ ンダナスがみ られる。

ここか ら南へ山地が迫 って いて村落をみないが,約200m距 て て狭小な平地 が あり,

民 家2戸 と墓地があ る。

　木曜島 との間に運行 されてい る通学 船などの発着地点 には,片 流れ屋根 の小 屋 とア

ーモ ンドの大樹 があ り,測 量の基点 に した。

　 「この島はアィ ランダースのた めの リザーブ ラン ドで ある。許可な く入島 した者 は

500ド ル の罰金・…・・」 と 記 した立札が 目をひ く。 ここか ら南側の山麓海岸部 には8戸

の民家が立地 している。 それぞれ小川,コ コヤ シ,ア ーモ ン ド樹,敷 石,ト タン囲い,

樹 木 と樹木の見通 し線 などで屋敷の境界 と している。

　海岸 には小型の発動機船(デ ィ ンギ)な どが置かれ ている。古びたカ ヌー もみ られ

るが,今 は全 く使用 していない。6～9月 は南東 の貿易風が強烈で飛砂 もある。
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図3　 (左上図)ハ モンド島村落北部(凡 例図4参 照) 図4　 ハモンド島村落主要部

〔地図の作製は調査隊全員による〕
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写真3内 陸 側 の 村 落(地 図作製風景)

干潮時には珊瑚礁が姿をあらわす。石を大きく半円状に積んだ石干見がW.Cowley

屋敷の地先に一カ所ある。彼は石干見の多く残 っているダーンリー島から移住 してき

た。南東貿易風の卓越する時期は風波高く,石 干見での漁期は凪になる北西風の冬季

が最適で,低 潮時にナイフや銛などで獲る。

　教会のある小丘には神父館,集 会所,旧 小学校舎,バ スケットコー トなどがあり,

美 しく整備されている。カ トリック教会を中軸に新 しく村づ くりをした島であるから,

この地区が村落生活の中心となっている。

　教会のある小丘の内側に山地に囲まれてややまとまった平坦地があり,13戸 の民家

が立地 している。前記の上陸地点(船 着場)か ら道路がのびている。この平坦地は澗

川(乾 季)が 北流している。各屋敷はこの平坦地周囲をとりまくように立地 している。

小石を整然と並べて屋敷境としたものが多 く,樹 木列や見通 し線などもある。各屋敷

写真4　 屋敷境界の石(J.Amberの 家)
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地には主屋 と洗濯場,便 所,天 水 タン

クがセ ットになっている例が多く,風

車で揚水 したり,山 の中腹にタンクを

置き数戸で利用するものもある。井戸

をもつ家 も3例 ある。屋敷内の樹種は

ココヤシ,ア ーモンド,マ ンゴーが主

で,バ ナナと僅かなが らマニオクを栽

培している。

　平坦地中央部は空地で植生 も乏しい。

古 くは塩分を含んだ凹地だったようで,

類似の地形は島の南西部にもひろが っ

ている。屋敷地はこれを避けたのであ

ろう。内陸部の村落位置は南東貿易風

をある程度遮断することも立地条件と

して見逃せないであろう。

Ⅳ.住 居 の 特 色 写真5　 揚 水 用 風 車

　 19世 紀 に行われたA.C.　 Haddonら の 調査では,マ ビオグ島 とメール島などの伝

統 的住居の 報告があ るが,Haddon隊 調 査当時 の 新 しい 住 居は,各 種 の ポ リネシ

ア,メ ラネシアからの外来者 によって もた らされたモデルに基づ いて造 られ,多 くの

点 で伝統的 な古 いタイプ とは異 なってい るとし,新 しい 様式 の 増 加を 指摘 してい る

[HADDoN　 I901-1935]。 　Haddonの 調 査か ら80年 近 くを経た今 日,ト レス海峡諸 島

の住 居はさ らに大 き く変化 して いる。

　近年 トレス海峡諸島に対 して は,連 邦政府,ク イ ンズ ラン ド州政府の手厚 い援助が

あ り,連 邦および州政府資金 による住宅の建設 や ミッシ ョンによる住宅の建設 が進ん

でいる。

　ハ モン ド島で も30戸 の住宅 のうち連邦政府資金 によるアル ミプ レハブ高床式住宅が

4戸,ミ ッシ ョンの資金 によるブ ロ ック積みの住宅4戸 が あり,他 は個人資金 による

住宅21,旧 校 舎利用1と な ってい る。 ココヤ シの葉 などを材料 とした伝統的民家 はこ

の島ではみ られない(表1)。

　 オース トラ リア国立大学 のDuncanは,バ ドゥ,サ イバ イ,メ ール,ヨ ーク4島

の住宅を調査 しているが[DUNGAN　1974],資 金別 にみる と,連 邦および州政府によ

る住宅が ヨー ク島で76%,バ ドゥ島54%,サ イバ イ島35%,メ ー ル島44%を 占 めてい

る。壁材料別で は,ア ル ミニュームプ レハブ,ト タ ン,石 綿な どが大半 を占めている。

102



杉本 　 ハモ ン ド島(ト レス海峡)の 村落 と住居

写真6　 アル ミニュームプレハブ,高 床式の連邦資金住宅

写真7　 ミッション資金によるブロック住宅と天水タンク

ココヤシの葉などを用いた伝統的民家はメール島で38%あ ったが,最 近伝統的材料は

急速に減少 している。第2次 調査の報告によると,コ コナツ島のように島によっては

伝統的材料を使 った住宅が残 っているところもある。これは交通上の問題や,島嶼 に

よる住宅資金援助の差異などが関連しているようである。

　ハモンド島の個人資金による住宅のうち47%が 北クインズランド型ともよばれる高

床式の洋風熱帯住宅で,他 の島で もこの型が多い。

　コンクリー トで基礎をつくり,50cm前 後床をあげた型は53%あ り,4～5段 の小

梯子を使っている家もある。ハモンド島は,ト レス海峡諸島各地か ら集まって新 しく

集落を形成 しているので,か つて トレス海峡諸島にみられた地床式(土 間式)住 居の

様式を持ち込んだその残像形態とも考えられる。しかし他島との比較など資料の集積
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写真8　 少 し床をあげた住居

が必要で あろう。

　近隣の木 曜島は高床式 の洋風熱帯住宅が多い。木 曜島は トレス海峡諸島の地域中心

で あるが,ト レス海 峡諸 島の中で は歴史 も浅 く,1877年 以 降植民地拠点 とな ってか ら

本格的な居住 が始 ま って いる。 したが って当初か ら トレス海峡諸 島民の伝統的住居 と

は別系統の,白 人 による北 クイ ンズラン ド型洋風熱帯住宅 が建て られたのであ る。 こ

の木曜島の家 屋型 が新 しい家屋型 と して トレス海峡の島 々に影響 を与え,伝 統的民家

にとって代 ったよ うに思 われ る。

　住宅の屋根材 料 はほ とんど トタ ンである。形態は波状 トタン(Corugated　 Iron),小

波 状 トタン(RipPle　 Iron),薄 鉄 板(Sheet　 Iron)な ど 種 々の ものが 混 じってい る。

ス レー ト(石 綿板)な どもみ られる。

　家屋型 としては壁面 の材料が指標 と して よ く用い られている。ハ モ ン ド島の家屋壁

面の材料 は,繊 維質板(石 綿 など)46%,ア ル ミニ ュームプ レハ ブ17%,ト タ ン20%,

ブ ロ ック17%と な っている。木曜島市街地では繊維質板(石 綿 など)48%,木 材30%,

アル ミニュー ムプ レハブ10%,ト タ ン10%,ブ ロ ック2%で,戦 前型 といわれ る木材

(下見板 など)が かな り残 っている。 トレス海峡諸 島の 人 々を集 めて新 しく作 られた

木曜島の タモイは,繊 維質板(石 綿な ど)70%,ア ル ミニ ュームプ レハ ブ22%,ト タ

ン7%で,全 く新建材 中心 である。

　北 クインズ ラン ド型 はオース トラ リアにお ける洋風熱帯住宅で,高 床が特色で ある。

この高床 は,1m前 後(Low　 Block)と,1m以 上(2　 m前 後の もの)(High　 Block)

に区 分 され る。ハモ ン ド島で は個人資金住宅で も大半 がHigh　 Blockで あ る。連邦資

金住宅 は杭が鉄パイプで2mの 高床(High　 Block)と な ってい る。　High　 Blockの 家

で は床下 に洗濯場,干 場 を設 けた ものがあ り,物 置 として利用す る例 もある。古い家

屋 は高床の杭 も木材(角 材,古 くは 自然木)だ が,白 蟻 の害 があ り,コ ンク リー トや
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写真9　 個人資金による高床式住居(村 長J.Sabatinoの 家)

鉄 パ イプが増加 してい る。

　北部クイ ンズ ラン ドは熱帯地域であ り,雨 除 け,日 除 けや室内気温の調節上広 いベ

ランダを もつ住宅が多 い。北部 クイ ンズ ラン ドのサ ンプル調査で は62%が3面 にベ ラ

ンダを もっている[SUMNER　 l　974:17-24]。

　 1920年 代 初期の北部 クイ ンズ ラン ドの標準的家屋型は,ト タンぶ きの ピラミッ ド型

(寄棟)屋 根,高 床で3面 にベランダがあ り,寝 室2～3,居 間,食 堂を もち,炊 事

場 は分離 してい るか,主 屋の背後に設け るもので あ った[SuMNER　 I　974:17-24]。

木 曜島に も標準型 がみ られるが,木 曜島で はかな り経済的 に上層の住宅に多 く,現 在

では古い型 とな っている[杉 本 　 1977b:1-19]。 ハ モ ンド島では,標 準型のベラ ンダ

部分を寝室,居 間など居住空間 とした型 が多 くみ られる。

　炊事場 は,多 くの家 は主屋 にとりこんでいるが,概 して背後のベ ランダ部分,下 屋

部分に配 置 している。古 い型 といわれる炊事場を別棟 にした型はハモ ン ド島にはみ ら

れない。

　最 も単純 な型は寝室と居間が中心部を 占め,炊 事場,食 堂 とベ ランダがつ く型 で,

家 族数の増加に ともなって ベランダ部分 を居室 とし,さ らにベ ランダを後補 して拡張

してい るようであ る。

　現在のハモ ン ド島の民家 は,最 近の連邦 や州政府 の住宅政策 によって画一的な型が

かな り普及 している。個人資金住宅の場合 はベ ランダの装飾,窓 型,壁 面のペ ンキの

色彩などは経済 的な面 や居住者 の嗜好 によって多様で ある。

　主屋以 外に洗濯場,便 所,天 水 タ ンクがセ ッ トにな っている例が多 い。洗濯場 は片

流れの トタン屋根,コ ンク リー ト床 と貯水槽 があ り,連 邦資金住宅 など高床式(High

Block)の 家 では床 下に洗濯場 を設 けてい る(6例)。 便所 は1m四 方 の箱型の もの

で,内 部 は木製腰掛式で,一 種 の洋風 トイ レである。回転 式の洗濯物干 しを持つ家 も
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図5　 個 人 資金 住 宅 間取 り(F.Sabatinoの 家)

図6　 連邦政府資金住宅間取 り(S.Pearsonの 家)
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　　　　　 写真10連 邦資 金 住 宅 の 内部

居間でワループ(ニ ューギニア製 ドラム)を 囲んでの調査

写真11主 屋(左)と 洗 濯 場

6例 ある。生産関係では小規模な鶏小屋 を もつ家3例,豚 小屋4例,船 小屋1例 と少

ない。

　各家 の屋 内は美 しく整頓 されていて,床 にパ ンダナス製のマ ッ トな どを敷 いてい る。

机,椅 子 など家具類,冷 蔵庫(ガ ス),ガ ス レンジな どは大 部分 の家 が所持 してい る。

F.Dorante家 の 場合,洗 濯機 が1961年 か ら,ガ ス レンジ]968年,冷 蔵庫1974年 の 他,

レ コー ドプ レイアー,テ ープ レコーダを持 っている。 ポ ラロイ ドカメラを持つ家 もあ

る。

　各家庭で差異 はあるが,最 近のオース トラ リア連邦政府や クインズ ラン ド州政府 に

よる手厚 い社会保障が 日常生活面 にもおよんでいるのである。 この背景には,パ プア

・ニ ューギニア との国境問題が絡んでい ることも充分考 え られ ることであろ う。
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V.寄 合世帯 的村落

　 Haddonら の 報告によると,ハ モ ン ド島をは じめその付近の島 々は無人 島が多か っ

たとい う。 ハモ ン ド島の村落形成の歴 史 は比較的新 しい ことになる。

　 ハモ ン ド島に住 むEDorante夫 妻 による と,1920年 代 に先住者がいたが,悪 事 を

重ねた とり理 由で政府が追放 し,そ のあ とカ トリック教会 によって管理 させ た といわ

れて いる。

　 そ して1928年 カ トリック教会が開かれたが,こ の時期 にハモ ン ド島に来住 したのは,

Kanak家,　 Sabatino家,　 Sebasio家 で 　 いずれ もダー ンリー島やその付近 のネ ピア

ン島か ら移住 してきた。その後,バ ドゥ,ヤ ム,コ コナツ,マ ビオグ,メ ール(マ レ

イ群島)な ど トレス海峡の島 々か らカ トリック教徒が,あ るいはカ トリックに改宗 し

た人々が来住 し,村 落を形成 したのである(表1)。

　 比較的居住 の歴史の古い他の島々に比べて寄合世帯的な特異な性格 を もった村落な

ので ある。

　 人種 的には,ト レス海峡の島 々全域 がメ ラネ シア人種 に属 してい るが,著 しく混血

が進んでいる。ハ モ ン ド島は,そ のよ うな トレス海峡各島填か ら移住 してきたため,

形 質的にも毛髪 は縮毛か ら直毛 に近 い形状まで各種あ り,皮 膚 も暗黒色 か ら褐色 とバ

ラエテ ィに富 んでいる。

　 ここでは家族調査の中か ら数例を と りあげて検討す る。ハモ ン ド島は29家 族(1975

年8月)だ が,Sabatino家 とDoranre家 の2家 系につながる ものが15あ り,両 家 の

間に通婚 もある。

　 Sabatino家 の場合,　F.　Sabatinoの 父Nicholas(1860-1948)は,フ ィ リピンの

パナイ島イ ロイロ出身で,ダ イバ ーと して トレス海峡ダー ン リー島に来住 し,島 の女

性 と結婚,工948年 ハ モン ド島に移住 した。F.　Sabatinoの 妻Marcellaは,　 Kanak家

の 出身だが,彼 女 の父Joseph　 Kanakは フ ィ リピン人,母 はダ ー ンリー島民であ る。

F.Sabatino夫 妻 の間 には18人 の子供があ り,こ の うちハモ ン ド島在住者 は4人 であ

る。[長 男がEDoranteの 長 女 と結 婚 し,三 男はA.　 Dorantcの 三 女 と結婚 してい

る。次女 はV.Bobongiと 結 婚 したが死亡 し,4人 の子供 はF.　 Dorante夫 妻 と住 ん

でいる。 三女 はE.Millsの 三 男と結婚 しているが,現 在 ウィーパへ出稼 ぎ 中であ

る。]島外へ流出 した ものは多 く,タ ウンス ビル1,ウ ィーパ4,マ カイ2,木 曜 島3

(不 明2,死 亡2)と な っている。

　 Dorante家 の 場合,　 F.　Doranteの 父 は フィ リピンのサマール 島か らダ イバー とし

てダー ンリー島 に 来住,母 は メール島の 出身でニ ューカ レ ドニア島民の血 も混 じっ

ているとい う。 夫妻 はF.Doranteら7人 の子供と近 くのネ ピア ン島 に移 った。　F,
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表1ハ モ ン ド島 の家 族 と人 口

人 口*

1

2

3

4

5

家族(戸主名)

JosephSabatino

ThomasSabatino

JacksonAhwang

空 屋
OrdrickMosby

61TaumSepon

7 AntonyDorante

男

3(2)

×1

6(4)

・2

3(1)
1 ×1・1
1
2(2)

4(3)

×1(Ad2)

1

女

10(7)

×1・2

4(4)

2(2)

3(3)
1(1)
4(4)

i

1

計

13(9)

10(8)

5(3)

55)
1(1)
8(7)

住 居

個 人

〃

ミ ッ シ ョ ン

1

個 人1
連 邦
個 人

〃

戸主移住前住地

⑪

⑪

←Badu

←Yam

←Badu

←Darnley

8

9

10

11

12

OwenDorallte

FrancisDorante

VincentDorante

SonghiePearson

AdaSamuel

5(5)
5(4)

×1

10(0)
6(5)

・1

1(1)

5(5)
4(3)

・1

8(0)
1(1)

5(3)
} ×2

10(10)
9(7)

18(0)
7(6)

6(4

〃

〃

〃

・連 邦

連 邦

1 ㊧

←Darnley

→・Mackay

13 JamesAmber

14 EdwardMills

15 JosephDavid

←CQconut

←Yam

5(4)

・1

2(1)

×1

7(5)
個 人 ←Mabuiag

1(1) 0(0) 1(1) 〃 ←Nagir

5(5)
(Ad1)

2(2) 7(7) ・〃 ←Yam

16 HendryGarnier 5(5) 5(5) 10(10) ミ ッ シ ョ ン ⑪
17 LouisGarnier 1(1) 1(1) 22) 個 人 ←Coconut

18 JohnMills 1(0) 4(0) 5(O)

19 ElithoaBowie
2(1)

×1(Ad1)

1(1) 3(2)

〃 ←Coconut

〃 ←Coconut

20

21

JohnDorante

CharliePrice

2(2)
2(1)

×1(Ad1)

2(2)
3(3)
(Ad2)

4(4)
5(4)

旧学校舎1

ミ ッ シ ョ ン

⑪

22 ThomasCowley 1(1) 5(5) 6(6) ミ ッ シ ョ ン ←Badu

23 LucioSabatino
3(2)

×1

3(3) 6(5)
個 人i ⑪

24 WannieCowley
2(1)

×1(Ad1)

0(0) 2(1)
〃

1-B・d・-D・ml・y

25

26

27

28

29

30

HisloSabatino

VictorBobongi

FrancisSabatino

GeorgeRobinson

25の 所 有

TonnySabatino

計

4(3)

×1

1(0)

×1

3(2)

×1

3(3)

0(0)

3(3)

1(1)i11)

2(2)}3(3)
86(59)
・5

×10(Ad6)

8566)
・3

×4(Ad2)

7(6)

1(0)

6(5)

2(2)

5(5)
171(125)
・8

×14(Ad8)

連 邦

個 人

〃

〃

〃

〃

個 人21
ミ ッシ ョ ン4

連 邦4

←Yam←Damley

→Weipa

トD・rnl・y

1←Cairns

1
1 ⑪

人口 〔登録人口〕

()内 は現住人口

1975・8

・ 本土の学校

× 本土その他の職場

Ad養 子

⑪ ハモンド島生れ

← 前住地

吟 出稼ぎ .
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Doranteら の世代 になってハ モ ンド島に移 っている(戦 前)。　F.　Doranteの 妻 はダー

ンリー島生 れで,父 はイギ リス人(ス コッ トラン ド)で ある。子供 は11人 あり,ハ モ

ン ド島在住 は4人(1人 は マカイ出稼 ぎ中)。 島外で はウィーパ3,ア リススプ リン

グス1,ケ ア ンズ1,木 曜 島2と なって いる。F.　Doranteの 兄A.　 Doranteも 近 く

に住み,妹Camillaは,　 F.　Sabatinoの 弟 と結婚 して いる。

　 L.Garnierの 場 合,コ コナ ツ島生 れで父 はフラ ンス人,母 はワ ラビル島民,妻 は

ヤム島民で,1950年 ハ モ ン ド島に来住 している。

　 0.Mosbyは ヤ ム島生 れで,父 は ヨーク島,母 はヤム島出身,祖 父 は ヨー ク島に来

住 したアメ リカ人で ある。

　J・Ahwangは バ ドゥ島。 妻はダ ーン リー島のセバ シオ家の出身,彼 女の父はポ リ

ネシアの ロ トウマ島からダー ン リ」島に来住 している。Ahwang家 は シンガポールか

写真12島 　の　子　供　た　ち

写真13神 父館削に　まった村人たち
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